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岡
山
二
十
一
世
紀
森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
　
②�

目
標
数
値
と
目
標
設
定
の
考
え
方
　
①�

�

　
前
号
で
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
経

緯
や
五
〇
年
先
の
森
林
・
林
業
の
あ

る
べ
き
姿
、
そ
の
姿
を
実
現
す
る
た

め
の
基
本
方
針
や
目
標
数
値
な
ど
の

概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
回
か
ら
４
回
に
分
け
て
ビ
ジ
ョ

ン
の
内
容
を
具
体
的
に
紹
介
し
ま
す
。

◎
県
の
木
材
需
給
量
の
状
況

　
県
内
木
材
需
給
量
は
、
現
在
、
約

六
二
五
千
立
方
㍍
で
す
。
こ
の
う
ち

国
産
材
が
四
九
五
千
立
方
㍍
で
約
八

〇
㌫
を
占
め
て
お
り
、

全
国
有
数
の
国
産
材
加

工
県
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
用
途

は
製
材
用
が
約
九
〇
㌫

を
占
め
て
い
ま
す
。

◎
県
の
国
産
材
需
要
量

の
見
通
し

　
将
来
の
木
造
住
宅
着

工
戸
数
を
予
想
す
る

と
、
人
口
の
減
少
、
住

宅
の
耐
用
年
数
の
延
長

等
マ
イ
ナ
ス
の
判
断
材

料
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
五
〇
年

先
（
二
〇
五
〇
年
）
の

県
内
の
国
産
材
需
要
量

を
現
在
の
四
九
五
千
立

方
㍍
か
ら
二
割
減
の
四

〇
万
立
方
㍍
と
し
ま
し

た
。

◎
必
要
な
人
工
林
面
積

　
目
標
と
す
る
四
〇
万

目標数値�

区　　　　　分�

総 面 積 �

人工林面積�

天然林等面積�

人工林の伐採時期�

県 産 材 の 供 給 量 �

民有林�

面　積�

現在（1998年）

446　千ha　

172　千ha　

274　千ha　

最長伐期　80年
50％伐採　60年

380　千k　�

将来（2050年） 

440　千ha　

140　千ha　

300　千ha　

最長伐期  150年
50％伐採　80年

710　千k　�

指向する人工林の齢級別配置�
長伐期型（最終伐期150年　総面積104千ha　県産材供給量400千K）�

齢級�

面積�
千ha
8
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立
方
㍍
の
県
産
材
の
供
給
は
、
現
在

の
一
七
二
千
㌶
か
ら
四
割
減
の
一
〇

四
千
㌶
の
人
工
林
で
可
能
に
な
る
と

見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
図
の
よ
う
な
資
源

の
状
態
を
将
来
の
理
想
的
な
姿
と
し

て
描
い
て
い
ま
す
。

林
政
課
計
画
係

木材（素材）需要量の推移　全国�

資料：農林水産省「木材需給報告書」�

需給量（千万K）� 国産材率（％）�

昭和　　　   年次　　　   平成�
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10

国産材率�

全国需給量�

80 85

木材（素材）需要量の推移　岡山県�

資料：農林水産省「木材需給報告書」�

需要量（千K）� 国産材率（％）�

昭和　　　　 年次　　　　 平成�
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林
業
を
巡
る
状
況
は
厳
し
く
、
そ

の
た
め
森
林
整
備
が
適
切
に
行
わ
れ

て
い
な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。
特

に
、
間
伐
の
実
施
が
緊
急
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
岡
山
県
に
お
い
て

は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
十
六

年
度
の
五
ヵ
年
間
に
、
緊
急
か
つ
計

画
的
に
間
伐
を
推
進
す
る
「
岡
山
県

間
伐
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
緊
急

間
伐
団
地
の
設
定
等
、
市
町
村
主
導

に
よ
る
間
伐
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
間
伐
材
の
有
効
利
用
な
ど
次
の

よ
う
な
総
合
的
な
取
組
を
展
開
し
ま

す
。

一
　
間
伐
実
施
等
の
目
標
量

　
（
間
伐
面
積
）

　
　
　
四
万
二
千
六
百
㌶

　
（
間
伐
材
利
用
材
積
）

　
　
　
三
三
万
百
立
方
㍍

　
（
間
伐
材
利
用
率
）

　
　
　
四
三
㌫

二
　
間
伐
推
進
体
制
の
整
備

　
県
は
、
間
伐
推
進
協
議
会
等
を
設

置
し
、
組
織
的
な
間
伐
に
努
め
る
。

ま
た
、
市
町
村
は
、
県
や
森
林
組
合

等
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
自
主
的

に
間
伐
推
進
協
議
会
を
設
置
す
る
な

ど
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
間
伐
推
進

体
制
を
整
備
す
る
。

三
　
重
点
的
な
間
伐
推
進

　
県
は
、
十
一
月
、
十
二
月
を
間
伐

推
進
強
調
月
間
と
定
め
、
積
極
的
に

間
伐
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
治
山

事
業
で
保
安
林
を
対
象
に
五
ヵ
年
間

で
四
千
百
八
十
㌶
の
間
伐
を
実
施
す

る
。

　
市
町
村
は
、
団
地
森
林
施
業
計
画

の
認
定
状
況
や
要
間
伐
森
林
の
指
定

状
況
等
を
考
慮
の
う
え
、
効
率
的
、

一
体
的
な
間
伐
が
実
施
で
き
る
緊
急

間
伐
団
地
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
間

伐
推
進
員
を
置
く
と
と
も
に
、
集
落

リ
ー
ダ
ー
や
指
導
林
家
等
を
活
用

し
、
間
伐
の
共
同
実
施
に
向
け
た
森

林
所
有
者
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
。

　
県
、
市
町
村
、
森
林
組
合
等
は
、

間
伐
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
森

林
所
有
者
等
の
各
種
相
談
に
応
じ
る
。

四
　
間
伐
材
等
の
利
用
推
進

　
県
は
、
木
材
需
要
拡
大
推
進
会
議

並
び
に
そ
の
部
会
を
通
じ
て
、
公
共

施
設
・
公
共
土
木
事
業
等
に
お
け
る

間
伐
材
等
の
利
用
推
進
に
努
め
る
。

ま
た
、
各
種
施
策
に
よ
り
、
間
伐
材

の
加
工
流
通
施
設
の
整
備
充
実
を
推

進
し
、
乾
燥
等
規
格
化
さ
れ
た
間
伐

材
製
品
の
供
給
推
進
に
努
め
る
。

五
　
普
及
啓
発
活
動
の
展
開

　
県
民
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

間
伐
モ
デ
ル
林
や
美
し
い
森
、
共
生

の
森
等
を
活
用
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
間
伐
を
推
進
す
る
と
と
も
に
イ
ベ

ン
ト
の
活
用
や
マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報

提
供
な
ど
様
々
な
普
及
活
動
を
展
開

す
る
。

　
以
上
の
と
お
り
、
間
伐
の
実
施
か

ら
間
伐
材
の
利
用
に
至
る
ま
で
、
総

合
的
な
間
伐
の
推
進
を
行
い
、
健
全

で
多
面
的
な
機
能
を
発
揮
す
る
森
林

の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

治
山
課
造
林
係

間伐が実施されていない森林 間伐が適切に実施されている森林
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「
岩
屋
の
大
桂
」

所
在
地
　
　
苫
田
郡
鏡
野
町
岩
屋
字

大
段
平
七
三
二
番
地

所
有
者
　
　
三
木
　
英
史

推
定
樹
齢
　
七
〇
〇
年

目
通
り
周
囲
　
五
・
〇
㍍

樹
高
　
　
　
一
八
・
〇
㍍

町
指
定
天
然
記
念
物
（
昭
和
四
九
年

八
月
二
七
日
）

県
指
定
郷
土
記
念
物
岩
屋
の
森
（
昭

和
五
二
年
三
月
三
一
日
）

一
　
は
じ
め
に

「
岩
屋
の
大
桂
」
は
、
鏡
野
町
役
場

の
あ
る
竹
田
地
区
か
ら
香
々
美
川
に

沿
っ
て
北
上
す
る
こ
と
約
一
七
㌔
、

越
畑
ふ
る
さ
と
村
の
手
前
の
岩
屋
地

区
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
地
区
の
中
ほ
ど
に
氏
神
岩
屋

神
社
が
あ
り
、
こ
の
裏
手
の
森
の
中

に
、
高
く
そ
び
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
森
の
中
心
的
な
存
在

で
あ
る
「
岩
屋
の
大
桂
」
に
つ
い
て

御
紹
介
し
ま
す
。

二
　
「
岩
屋
の
大
桂
」
見
ど
こ
ろ

　
こ
の
大
桂
は
、
根
廻
り
一
三
㍍
余

り
あ
り
ま
す
が
、
主
幹
は
枯
れ
て
洞

穴
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
枯
れ
た
幹

の
周
囲
に
は
二
次
的
な
芽
が
生
え
て

い
ま
す
。

　
今
で
は
、
一
〇
本
の
桂
が
林
立

し
、
見
事
な
偉
観
を
呈
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
中
で
一
番
大
き
い
も
の
は
、

目
通
り
周
囲
五
・
〇
㍍
、
高
さ
一

八
・
〇
㍍
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
古
い
株
は
樹
齢
七
〇
〇
年

と
推
定
さ
れ
、
そ
の
歴
史
の
古
さ
を

偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

三
　
そ
の
他
見
ど
こ
ろ

　
大
桂
を
含
め
た
周
辺
の
森
は
岩
屋

神
社
の
鎮
守
の
森
で
、
社
殿
の
背
後

に
は
、
ケ
ヤ
キ
や
シ
ラ
カ
シ
等
の
巨

木
が
高
く
そ
び
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
を
取
り
巻
く
よ
う

に
ヒ
サ
カ
キ
、
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
、
ハ

ナ
イ
カ
ダ
、
ア
オ
キ
な
ど
の
樹
木
が

生
い
茂
り
、
こ
の
周
辺
を
代
表
す
る

自
然
景
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ケ
ヤ
キ
に
は
、
蔓
の
太
さ
周
囲
一

㍍
に
達
す
る
サ
ル
ナ
シ
が
の
ぼ
っ
て

お
り
、
雄
株
で
あ
る
た
め
実
は
つ
け

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ほ
ど
太
い
蔓
は
、

大
変
に
珍
し
い
も
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
森
か
ら
香
ヶ
美
川
沿

い
に
下
る
こ
と
約
二
㌔
、
大
町
地
区

に
も
桂
の
古
株
が
あ
り
、
こ
れ
は
津

山
城
構
築
の
際
、
天
守
の
真
柱
に
供

出
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
　
交
　
　
　
通

‥

　
　
自
動
車
　
鏡
野
町
役
場
か
ら
一

般
県
道
百
谷
寺
元

線
、
主
要
地
方
道
加

茂
奥
津
線
を
経
由
。

　
　
　
　
　
　
約
二
〇
分

‥

　
　
バ
　
ス
　
Ｊ
Ｒ
津
山
駅
前
か
ら

中
鉄
バ
ス
「
越
畑
」

行
き
に
乗
車
し
「
岩

屋
」
で
下
車
。

　
　
　
　
　
　
約
六
〇
分

Ag

（
苫
津
普
及
指
導
区
　
野
口
朋
弘
）

岩屋神社の鎮守の森
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普
及
指
導
最
前
線

　
森
林
・
林
業
教
育
へ
の
取
り
組
み

岡
山
普
及
指
導
区
　

一
　
は
じ
め
に

　
当
普
及
指
導
区
は
、
岡
山
市
を
中

心
と
し
た
人
口
密
集
地
域
を
含
ん
で

お
り
、
普
及
重
点
事
項
も
小
中
学
校

を
対
象
と
し
た
森
林
・
林
業
教
育
の

推
進
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
灘
崎
町
立
七
区
小
学
校

六
年
生
を
対
象
に
、
六
月
十
三
日
に

行
っ
た
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
に

つ
い
て
の
集
会
指
導
を
紹
介
し
ま
す
。

二
　
指
導
状
況
に
つ
い
て

　
七
区
小
学
校
で
は
、
地
球
環
境
に

つ
い
て
考
え
る
「
調
べ
学
習
」
の
中

で
、
子
供
た
ち
が
最
近
話
題
と
な
っ

て
い
る
地
球
温
暖
化
と
森
林
の
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
勉
強
が
し
た
い
と

の
要
望
に
応
え
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
六
年
生
一
〇
人
と
教

師
・
保
護
者
の
一
二
名
に
対
し
て
、

振
興
局
会
議
室
で
森
林
の
持
つ
公
益

的
機
能
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
た

後
、
自
分
た
ち
で
勉
強
し
た
中
で
解

ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、
日
頃
か
ら
疑

問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の

質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
の
な
か
に
は
、

「
森
林
は
こ
の
ま
ま
の
状
況
で
推
移

し
た
ら
、
い
つ
頃
な
く
な
る
の
で
す

か
。
」

「
山
火
事
で
木
が
な
く
な
っ
た
山

は
、
ど
れ
く
ら
い
で
元
に
も
ど
る
の

で
す
か
。
」

「
木
を
切
る
こ
と
は
、
環
境
破
壊
に

な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
」

等
が
あ
り
、
子
供
た
ち
の
発
想
に
驚

く
と
と
も
に
、
森
林
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
地
球

規
模
で
の
森
林
荒
廃
と
日
本
の
森
林

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
日
本
の
人

工
林
は
手
入
れ
を
行
わ
な
い
と
成
林

し
な
い
こ
と
、
日
本
で
の
保
育
の
た

め
の
伐
採
は
環
境
破
壊
に
は
該
当
し

な
い
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
七
区
小
学
校
で
は
、
今
ま
で
勉
強

し
て
き
た
こ
と
と
、
今
回
の
学
習
を

元
に
後
日
、
森
林
の
公
益
的
機
能
に

つ
い
て
の
発
表
が
な
さ
れ
、
環
境
問

題
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
っ
た
よ

う
で
す
。

　
今
回
の
指
導
を
通
じ
て
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
子
供
た
ち

が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
か
ら
の
誤
っ
た

情
報
を
疑
う
こ
と
な
く
吸
収
し
て
お

り
、
森
林
伐
採
に
つ
い
て
も
す
べ
て

の
木
を
伐
る
こ
と
が
罪
悪
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
た
め
、
現
在
の
日
本
の

人
工
林
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
と
世

界
森
林
の
状
況
と
の
違
い
を
正
し
く

伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

三
　
今
後
の
取
り
組
み

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
平
成
十

四
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
総
合
的

な
学
習
時
間
」
等
に
対
応
す
る
た
め

指
導
内
容
を
一
層
わ
か
り
や
す
く
説

明
で
き
る
よ
う
、
指
導
用
資
料
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
会
議
室
で
の

対
応
だ
け
で
な
く
現
地
で
の
実
技
指

導
も
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
は
小
学
校
等
か
ら
の

要
望
に
応
じ
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
小
学
校
を
中
心
と
し
て
「
森

林
・
林
業
教
育
」
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、
計
画
的
な

指
導
体
制
の
整
備
を
行
う
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

Ag

（
岡
山
普
及
指
導
区
　
金
嶋
彰
二
）
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技
師�

  

技
師�

木
材
の
接
着

木
材
の
接
着�
木
材
の
接
着�

　
　
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー�

　
　
木
材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー�

野
　
上
　
英
　
孝

野
　
上
　
英
　
孝�
野
　
上
　
英
　
孝�

　
接
着
剤
は
私
た
ち
の
生
活
に
お
い

て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
便
利
な
も

の
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
木
材
の

接
着
に
お
い
て
も
接
着
剤
は
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
木
材
の
接
着
の
歴
史
を
紐
解
く

と
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
時
代
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ナ
イ

ル
川
に
沿
っ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
の

発
掘
品
の
中
に
は
、
接
着
技
術
を
用

い
た
遺
品
が
数
多
く
あ
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
一
つ
か

ら
発
見
さ
れ
た
壁

画
に
は
、
接
着
剤

に
ニ
カ
ワ
を
用

い
、
木
片
を
基
板

に
張
り
合
わ
せ
て
複
雑
な
装
飾
板
を

作
成
す
る
工
程
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
天
然
物
か
ら
作
ら
れ
た
古
来
の
接

着
剤
は
タ
ン
パ
ク
質
系
と
炭
水
化
物

系
の
二
種
類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
ニ

カ
ワ
は
タ
ン
パ
ク
質
系
接
着
剤
の
代

表
的
な
も
の
で
、
魚
や
動
物
の
皮
、

骨
な
ど
か
ら
と
れ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が

主
成
分
で
す
。
ミ
ル
ク
カ
ゼ
イ
ン
と

大
豆
タ
ン
パ
ク
を
主
成
分
と
し
て
作

ら
れ
る
大
豆
グ
ル
ー
は
、
か
つ
て
合

板
工
業
に
お
い
て
大
量
に
使
用
さ
れ

て
い
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
炭
水
化

物
系
接
着
剤
は
主
に
紙
の
接
着
剤
と

し
て
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
お
り
、

穀
類
、
芋
類
か
ら
と
れ
る
デ
ン
プ
ン

や
、
海
草
、
植
物
か
ら
と
れ
る
ガ
ム

質
が
主
成
分
で
す
。
封
筒
の
封
を
閉

じ
る
と
き
等
、
糊
が
見
あ
た
ら
ず
、

ご
飯
粒
を
す
り
つ
ぶ
し
て
代
用
し
た

経
験
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
二
十
世
紀
に
入
っ
て
フ
ェ
ノ
ー
ル

樹
脂
が
ド
イ
ツ
で
開
発
さ
れ
て
以

来
、
数
多
く
の
合
成
樹
脂
系
接
着
剤

が
現
れ
、
接
着
剤
の
性
能
は
大
き
く

向
上
し
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
以

降
、
日
本
で
も
木
材
用
接
着
剤
の
主

役
は
合
成
樹
脂
系
に
代
わ
り
ま
し

た
。
合
成
樹
脂
系
接
着
剤
は
石
油
や

天
然
ガ
ス
な
ど
を
原
料
と
し
、
接
着

性
能
や
耐
朽
性
、
耐
候
性
に
優
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
木
材
の
利

用
範
囲
も
拡
大
し
ま
し
た
。
大
規
模

構
造
物
に
用
い
ら
れ
る
集
成
材
は
そ

の
典
型
で
、
合
板
、
パ
ー
テ
ィ
ク
ル

ボ
ー
ド
、
Ｌ
Ｖ
Ｌ
な
ど
、
よ
り
小
さ

な
構
成
要
素
を
集
成
接
着
し
て
作
ら

れ
る
木
質
材
料
も
建
築
材
料
に
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
合
成
樹
脂
に
つ
い
て
は
木
材
自

体
に
注
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
材

の
燃
え
や
す
い
、
狂
い
や
す
い
、
腐

り
や
す
い
と
い
っ
た
欠
点
を
改
良
す

る
技
術
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
最
近
、
こ
れ
ら
の
合
成
樹

脂
系
接
着
剤
に
は
様
々
な
問
題
も
生

じ
て
い
ま
す
。
資
源
の
問
題
、
使
用

さ
れ
る
化
学
物
質
の
環
境
や
人
体
に

対
す
る
影
響
等
が
厳
し
く
問
わ
れ
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ェ
ノ
ー
ル

樹
脂
や
ア
ミ
ノ
樹
脂
の
硬
化
剤
と
し

て
主
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ホ
ル
ム
ア

ル
デ
ヒ
ド
の
放
散
は
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
の
主
要
因
と
し
て
特
に
有
名
で

す
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
調
査
、
研
究
も
数
多
く
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
、
木
材
の
接
着
技
術
は
大
き
な

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
木
材
の
良
さ
は
、

な
ん
と
言
っ
て
も
、
人
と
環
境
に
優

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
接
着
剤
の

発
展
に
よ
り
、
木
材
、
木
質
材
料
の

可
能
性
が
広
が
る
の
は
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。
し
か
し
今
後
、
そ
こ

に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
木
材
の
良
さ

に
ふ
さ
わ
し
い
、
接
着
技
術
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
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阿
新
普
及
指
導
区
は
高
梁
川
の
上

流
に
位
置
し
、
新
見
市
、
大
佐
町
、

神
郷
町
、
哲
多
町
、
哲
西
町
の
一
市

四
町
を
担
当
し
、
八
名
の
林
業
改
良

指
導
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
良
質
材
の
生
産
　
林
野
率
は
八

六
・
四
㌫
（
森
林
面
積
六
万
八
千
五

百
㌶
）
人
工
林
率
が
五
三
・
四
㌫

（
人
工
林
面
積
三
万
一
千
㌶
）
で
、

そ
の
内
Ⅶ
齢
級
以
下
の
生
育
途
上
の

森
林
が
六
八
㌫
と
高
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
間
伐
を
中
心
と

し
た
保
育
を
徹
底
し
、
良
質
材
の
生

産
地
を
形
成
す
る
こ
と
が
緊
急
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
緊
急
間
伐
五
ヵ

年
計
画
等
に
よ
り
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
良
質
材
の
育
成

を
図
る
た
め
に
、
本
年
度
で
一
六
回

目
を
迎
え
る
阿
新
地
区
優
良
丸
太
共

進
会
を
、
十
一
月
に
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
木
材
市
場
に
高
品
質
な
素
材

を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
林

業
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
美
し
い
森
づ
く
り
　
森
林
の
果
た

し
て
い
る
役
割
と
重
要
性
の
認
識
を

深
め
る
た
め
、
今
年
五
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
新
見
美
し
い
森
」
を
活
用

し
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
森
林
・

林
業
教
室
、
植
樹
の
つ
ど
い
な
ど
美

し
い
森
づ
く
り
運
動
を
積
極
的
に
展

開
し
、
県
民
各
層
に
森
林
・
林
業
教

育
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
林
研
グ
ル
ー
プ
の
活
動
支
援

　
当
普
及
指
導
区
に
は
一
三
の
林
研

グ
ル
ー
プ
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
阿
新

地
区
林
研
グ
ル
ー
プ
協
議
会
（
会
長

真
壁
覚
　
事
務
局
・
森
林
課
）
が
あ

り
、
毎
年
、
各
市
町
持
ち
回
り
で
会

場
を
替
え
な
が
ら
林
研
グ
ル
ー
プ
交

換
研
修
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
一
七
回
目
を
迎
え
、
八
月

に
神
郷
町
で
間
伐
を
テ
ー
マ
に
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
の
女
性
林

研
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
（
会
長
山

口
紀
久
子
　
事
務
局
・
森
林
課
）
に

つ
い
て
も
、
交
換
研
修
会
を
開
催
す

る
な
ど
積
極
的
な
活
動
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
都
市
と
山
村
の
交
流
　
岡
山
市
興

除
地
区
と
新
見
市
の
小
・
中
学
生
、

教
員
と
の
間
や
倉
敷
市
民
と
大
佐
町

民
と
の
間
で
都
市
と
山
村
と
の
交
流

が
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
森
林
・
林

業
教
室
等
を
開
催
す
る
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
各
林
業
改
良
指
導
員
か
ら
ひ
と
言

磯
田
耕
治
（
地
区
主
任
）

　
阿
新
の
山
々
が
、
間
伐
の
行
き
届

い
た
美
し
い
森
に
な
る
こ
と
を
夢
見

て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

江
見
喜
光

　
四
月
よ
り
当
普
及
指
導
区
に
配
属

に
な
り
、
新
見
市
南
部
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

芦
田
素
廣

　
新
見
市
中
部
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
林
業
経
営
と
機
械
化
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
私
に
ど
う
ぞ
。

内
田
直
人

Ag

　
昨
年
よ
り
阿
新
普
及
指
導
区
で
　

と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
大
佐

町
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

野
崎
晋
也

　
哲
多
町
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
間

伐
の
推
進
の
た
め
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
理
恵

　
緑
と
水
の
豊
か
な
阿
新
地
域
を
第

二
の
ふ
る
さ
と
と
思
っ
て
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
神
郷
町
担
当
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

島
本
　
明

　
阿
新
が
最
初
の
勤
務
地
で
今
年
で

三
年
目
に
な
り
ま
す
。
哲
西
町
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

本
田
隆
明

　
新
見
市
の
北
部
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
千
屋
は
涼
し
く
、
美
し
い
森
も
最

高
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
森
林
・
林
業
に
関
す
る
質
問
、
ご

要
望
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
内
田
直
人
　
　
本
田
隆
明

　
　
磯
田
耕
治
　
　
鈴
木
理
恵

　
　
島
本
　
明
　
　
芦
田
素
廣

　
　
野
崎
晋
也
　
　
江
見
喜
光
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▼
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お
知
ら
せ
▲
▲
▲

Y

　
　
「
林
業
労
働
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す 

」

　
林
業
労
働
は
作
業
現
場
が
傾
斜
の

あ
る
不
安
定
な
場
所
で
あ
る
こ
と
、

機
械
化
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
や
高
齢

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
他
産
業
に
比

べ
て
災
害
発
生
頻
度
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
（
図
）

　
本
県
に
お
け
る
林
業
労
働
災
害

は
、
生
産
活
動
の
停
滞
と
相
ま
っ

て
、
こ
こ
五
〜
六
年
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
年
に
な
っ
て
、
死
亡

事
故
が
立
て
続
け
に
三
件
も
発
生

し
、
最
悪
の
事
態
を
生
じ
て
い
ま

す
。
（
表
）

　
被
災
者
は
い
ず
れ
も
六
十
歳
以
上

の
ベ
テ
ラ
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
で
す
。

三
名
中
、
二
名
が
急
傾
斜
地
で
の
刈

払
や
集
材
の
作
業
、
一
名
が
伐
木
中

に
お
け
る
「
か
か
り
木
」
の
処
理
作

業
で
し
た
。

　
県
で
は
、
こ
れ
を
受
け
て
早
速
、

七
月
の
安
全
推
進
月
間
に
「
岡
山
県

林
業
労
働
安
全
推
進
会
議
」
を
開
催

し
、
災
害
の
撲
滅
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
会
議
の
席

で
、
あ
る
委
員
か
ら
「
こ
の
た
び
の

事
故
は
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
も
の

で
、
決
し
て
運
が
悪
か
っ
た
と
し
て

片
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
指
摘
の

と
お
り
、
多
発
す
る
林
業
労
働
災
害

は
基
本
動
作
を
守
ら
な
か
っ
た
こ

と
、
慣
れ
や
油
断
か
ら
起
こ
る
も
の

が
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来

る
」
と
言
い
ま
す
。
事
業
主
、
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
安
全
に
対
す

る
心
得
を
再
度
、
確
認
し
て
、
基
本

作
業
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

林
政
課
林
業
振
興
係

（注）１　度数率とは，100万延実労働時間当たりの労働災害による死傷者数で，災害発
生の頻度を表す。�

　　　　　　　　　　　　労働災害による死傷者数�
　　　２　算出方法＝　─────────────　×　1,000,000
　　　　　　　　　　　　　　延実労働時間数
　　　３　木材製造業については，３年までは未集計，11年は集計中である。�
　　　４　労働省調べによる。�

労働災害の度数率の推移�

　　　全産業�
　　　林業�
　　　木材製造業�

0.00
2.00
4.00
6.00
8.00

10.00
12.00

11年10９８７６５４３２元

最近における県内の死亡災害事例�
作業�
木材
伐出�
�
�
�
�
�

下刈
り　�
�

木材
伐出�

発生日時 
H12.４.27

AM11:20頃






H12.５.28
AM11:30頃


H12.６.13

AM  8:10頃

年齢等
男73才








男67才



男64才


災 害 の 概 要
１　ヒノキ伐採の作業中，伐採木がかかり木と
なったため，チルホールを取りに行こうとし
て，かかり木の下を通過したところ，突然か
かり木が落下して，下敷きとなった。 

２　被災者はかかり木の下敷きになり死亡。か
かり木は被災者の頭から肩にかけて激突して
おり，保安帽は外れていた。 
１　急傾斜地において間伐を行う前処理として，
小径木の下刈り作業中，約6.6c下方に滑落し，
頚椎を損傷して窒息死した。 
１　ヒノキの間伐を行い，玉切り後，集材して
いたところ，集材木とともに約９c下方の作
業道に転落し，全身打撲により死亡した。 
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本
年
度
の
「
林
業
改
良
指
導
員
中

央
研
修
大
会
」
を
八
月
十
八
日
に
岡

山
市
の
ま
き
び
会
館
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
普
及
指
導
職
員
の
資

質
の
向
上
を
図
り
、
普
及
指
導
事
業

を
効
率
的
か
つ
円
滑
に
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
六
十
七
名
の
林

業
改
良
指
導
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
浪
速
農
林
水
産
部
参
与
（
林
政
課

長
）
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
林

業
試
験
場
の
藤
原
研
究
員
が
「
樹
木

と
き
の
こ
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
と
題
し
て
試
験
研
究
成
果
の

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
「
森
林
整
備
の
ま
と

め
役
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を

テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
行
い

四
普
及
指
導
区
の
林
業
改
良
指
導
員

が
、
地
域
に
お
け
る
森
林
整
備
の
ま

と
め
役
の
育
成
を
支
援
し
、
持
続
可

能
な
森
林
経
営
の
推
進
を
図
る
に
は

ど
う
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
な
が

ら
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
終
了
後
、
「
岡

山
二
十
一
世
紀
森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ

ン
」
策
定
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
御
尽
力
を
い
た

だ
い
た
岡
山
大
学
大
学
院
自
然
科
学

研
究
科
の
千
葉
教
授
を
講
師
に
招

き
、
「
人
と
森
林
と
の
共
生
を
め
ざ

し
た
新
た
な
転
換
」
と
題
し
た
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
太
古

か
ら
「
畏
れ
」
と
「
親
し
み
」
を

持
っ
て
森
林
に
か
か
わ
っ
て
き
た
日

本
人
の
こ
と
、
最
近
の
緑
ブ
ー
ム
・

森
林
ブ
ー
ム
の
中
で
国
民
の
関
心
が

環
境
保
全
機
能
に
偏
り
、
木
材
等
の

生
産
機
能
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
岡
山
県
の
森
林
・
林
業
の
発
展

の
た
め
に
は
岡
山
二
十
一
世
紀
森

林
・
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
直
ち

に
行
動
を
起
こ
す
必
要
が
あ
る
こ

と
、
「
森
林
栄
え
て
林
業
滅
ぶ
」
こ

と
の
な
い
よ
う
林
業
改
良
指
導
員
は

原
点
に
戻
っ
て
地
に
足
の
つ
い
た
活

動
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
高
く
豊
富
な
ご
見
識
を
お

持
ち
の
先
生
か
ら
貴
重
な
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
先
生
の
心
強
い
お
話
を
胸
に
今

後
、
林
業
改
良
指
導
員
は
元
気
と
勇

気
を
出
し
て
普
及
活
動
に
励
み
ま
す
。

（
林
業
専
門
技
術
員
　
武
用
康
男
）
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林　　産　　物　　市　　況

　製　　　  材  （６月下旬）�
杉　正　角　３c 

寸法 

6.0

7.5

9.0

〃�

10.5

〃 

〃 

〃 

12.0

〃 

〃�

長　　　サ　４c

6.0

9.0

〃 

10.5

12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�



安値－高値
（千円）

25－30

20－22

15－16

18－20

30－35

35－40

55－60

70－80

35－40

50－60

60－70



35－40

18－20

25－28

40－45

38－40

桧　正　角　３c 

寸法 

6.0

7.5

9.0

〃 

10.5

〃 

〃 

〃 

12.0

〃 

〃�

長　　　サ　４c

6.0

9.0

〃 

10.5

12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�



安値－高値
（千円）

40－45

30－35

18－20

25－28

65－70

78－80

110－130

180－200

72－83

110－150

180－200



45－50

25－28

40－45

70－75

70－75

桧　長　柱　６c 

寸　法

10.5

12.0

〃　�

13.5

〃　�

ラ　　ス　　板�

２m
1.2×  9.0
３m
1.2×  9.0
２m
1.5×10.5
２m
0.9×24.0
２m
1.5×21.0

造　　作　　材�

杉４m
3.0×  3.0
杉４m
4.0×  4.5
杉４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5
桧４m
4.5×10.5

�

等級�

特等�

特等�

上小�

特等�

上小�

�

�

�

�

�

�

�

無節�

無節�

無節�

上小�

無節�



安値－高値 
（千円） 

70－80

105－110

120－130

90－95

100－120



20－23

20－23

25－28

65－70

30－40



（本）６－８ 

（本）12－20

180－200

150－200

200－250

　木　材（８月下旬）�

　乾しいたけ（７月下旬）�

長さ�
�

３m
�
�
�
�
４m
�
６m

径（b）�
７－12

13
14－16
18上 
７－12
11－13
14－16
18上 

14－16
18－20

杉（千円）�
6
7

17
17
12
－ 
－ 
16
－ 
－�

桧（千円）�
10
26
37
38
18
－ 
35
29
58
50

松（千円）�
－ 
－ 
－ 
13
－ 
－ 
－ 
20
－ 
－ 

価格�
名柄別�
香 信 大 葉 �
  〃    中  葉�
   〃      小   葉�
バ レ 大 葉 �
   〃      中   葉�
ス ラ イ ス �
香 茹 �
上 冬 茹 �
並 〃 �
並 並 〃 �
小 玉 〃 �
格 外 品 �

価格o当り（百円）�
平　均�

42
36
22
25
18
6

46
44
27
17
11
9

�
高　値�

59
57
42
42
39
19
69
78
63
39
36
26
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編
集
後
記

○
九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
で

す
。
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
食
料
や

飲
料
水
の
備
蓄
、
避
難
場
所
の
確
認

な
ど
災
害
へ
の
備
え
を
し
っ
か
り
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測

は
難
し
い
で
す
が
、
日
頃
か
ら
防
災

情
報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
防
災

訓
練
等
に
参
加
し
災
害
時
に
と
る
べ

き
行
動
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

○
次
回
は
、
十
一
月
の
発
行
予
定
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｂ
）


